
1 (396・504-2(6) 

3 (396・504-2(8) 

第 5節 S T396 • 504谷の捨て場

2 (396・504 2(7) 

4 (396・504-2(9)

。 10cm 

図 S T396 504谷V層出土土器 (23)

1
1
1
 

Q
J
 

q
/
U
M
 



第 7章捨て場とその出土遺物
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第 5節 S T396 • 504谷の捨て場
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第 7章捨て場とその出土遺物
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第 5節 S T396 .. 504谷の捨て場
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第 7章捨て場とその出土遺物
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第 7章捨て場とその出土遺物
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第7章捨て場とその出土遺物
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第 7章捨て場とその出土遺物
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第 7章捨て場とその出土遺物

1 (396・504-352) 

。 10cm 

第668図 S T396 .. 504谷Vb層出土土器 (11)

nδ 
Q
U
 



第 5節 S T396 • 504谷の捨て場
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第 5節 S T396 .. 504谷の捨て場
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第 7章捨て場とその出土遺物
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第 7章捨て場とその出土遺物
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第 S節 ST396・5041症の捨て犠

tT5F • 
.，. 

写真20 S T396・504谷 土捺掘り出し:状況(1 ) 

写真21 S T396・504谷 ニlニ穆鋸り出 し状況 (2)
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写真24 S T396・504谷 ML -MM第 V~里遺物出土状況

写真25 ST396・504谷 ML49mV編遺物出土状況
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第 7掌情て嶋とその出土遺物

写真26 S T396・504谷 M 1 47第V層遺物出土状況

写真27 S T396・504谷 M 1 48~自V精遺物出士状況
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部!~節 ST3蝿 .504谷の捨て場

写真32 S T396・504谷 土務畑り出し作業風景

写真33 S T3~6 ・ 504谷喫拠l作業風景( J ) 
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第 7官官 捨て場とその出上遺物

写真34 S T396・504谷実測風京 (2) 

(7)水場遺鯵{第68111l!)

①検出状況

写真35 S T396・504谷実測風景 (3)

平成 5年度の錦夜時に、谷のKii折点から下方約16mの谷正Eに近い第V婚に、丸太材を半数後河端を

切断し尖らせた2本の杭が立ち、その東側に割り材あるいは丸太状の木材が鑑んで横倒していたのを

検出した.

② 形状と際築時期

谷底の東側lに綴0.72-0. 80 刷、長さ 1. 1~ 1. 5m で fi~8本の*d り材あるL 、は丸太状の木材が木口を

谷方向と平行させて~べられ、ト 2 1 冊目量れた西側tこ長さO.4~O. 6m 、憾。 I~O.2mの半割りされ両端

を尖らせた丸.;k材がO.I，-O.2mの間隔でどちらも割り簡を谷頭側に向けて立てられていた。

しかし、その後の記録処理のまずさと但当者の異動 ・引き継ぎミス、遺物保管場所の度績なる変更

などから、水場進織が検出していたこと自体が忘れられ、木材の岡定、年代測定も行われなかった。

機築時期は、周辺の遺物の状況から縄文時代前期中葉と推定した。

-3:l8 -
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機側材

4再S節 ST396・504'首の鵡て輔
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J!f 
主伐

dダ @

。

JL 

1m 

草間，38立枕肉検出状況(北側から線影}

第681図 S T396・504谷内水場状遺構
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第 7章捨て場とその出土遺物

第 6節 S T505谷の捨て場

( 1 )概要と土層堆積状況

S T396 .. 504谷と ST528谷、 ST529谷に挟まれ南東方向に延びる舌状地形の南斜面の西側部分に、

雨水等の流下により開析された谷地形で、 MH43..44、M 1 42~44、 MJ 42~44、 MK42~45、 ML

41~45、 MM41~45、 MN40~45、 M041~45、 MP45のグリッドで確認できた。

北西側に谷頭をもち、南東方向に直線的に延び、 ST529谷に合流する谷の長さは水平距離で27m

を計測する。谷頭から水平距離で12mあまりの中半付近での上幅は11.2mである。谷頭から中半付近

までの底面は急傾斜しその後谷尻まではゆるやかに傾斜していた。

遺物は、谷内に堆積する黒海色の埋土中位に薄い層を形成するように、 1¥11¥143.. 44、1¥1N13 .. 44グ

リッドの第百)脅から出土した。

( 2 )第五7層の出土遺物と出土状況

①土器復元できた土器は28点 (505-1 ~505-27、 S R513)である。このうち、 SR513は、

ほぼ直立状態で出土し、土器埋設遺構と判断したので遺構篇に掲載した。

綾絡文を施文し、やや外反する口縁部をもち、頚部に回転押捺した縄文で飾る低い隆帯を付けたず

ん柄気味な器形の土器で、胴部には撚糸文を施文した土器 (505-1 )。

ベル@ボトム風の器形で、口縁部と胴部中半に綾絡文を巡らした土器 (505-2"4)。口縁部に綾

絡文、腕部に複節縄文を施文した土器 (505-3)。

頚部に 2条の細く低い隆帯を巡らし、条間とその上下を押捺した縄で飾った土器 (505-5 .. 7~ 

9 ..10~12) であるが、口縁部の文様は (505-5) が多条の縄、 (505-7) が羽状縄文、 (505-8)

は口縁部の文様帯の中半に複数条の縄圧痕が見られる。

(505-9 )では経帯の上下に単軸絡条体の側面圧痕が施文されている。

スリムな円筒形を呈し、頚部に条聞と上下を爪形文で飾った 2条の低い隆帯を巡らし、口縁部と日同

部上半に羽状縄文、下半に撚糸文を施文した土器 (505-6)。

円筒形を皇し、頚部に単戦絡条体の側面圧痕が 3段施文されている土器 (505-13)。

ずん腕な円筒形を呈し、口縁部に羽状縄文、胸部に撚糸文、頚部には間隔を空けて単軸絡条体の側

面圧痕が施文されている土器 (505-14"15)。

ずん腕な円筒形を呈し、口縁部に羽状縄文、胴部に撚糸文が施文され、頚部に幅広で低い隆帯が巡

る土器 (505-16)。

ずん胴な円筒形を呈し、口縁部から胴部上半に羽状縄文、腕部下半に撚糸文が施文され、口縁部か

ら服部上半にかけて間隔を空けて縄原体が押捺された土器 (505-17)。

やや幅広な口縁部に横走@垂下する押圧縄文を施文し菱形文様を作出した土器 (505 18~20) 。

胸部に絹呂状撚糸文を施文した土器 (505-21)。

バケツ形を皇し、頚部に横長の指頭圧痕で飾られた低い隆帯を巡らし服部に木白状撚糸文を施文し

た土器 (505-24)。

胴部に多軸絡条体、単軸絡条体、現状縄文を施文した土器 (505 22.. 23 " 25~27) がある。

②石器 石器は195点出土した。その内訳は石鍍 5点 C1層:1 (505-31)、百層:1 (505-30)、

ハUA
q
 

q
J
 



第6節 ST505首の捨て場

R事位不明 2(505-28・29))、石槍7点 (lI.I'l;1、困層 :2 (505-36)、N層 4(505-32-お))、

石錐 8点(1腸:1、N層 ;ふ磨位不明 1 )、石匙60点、CI.F.'l;1， U層 20、町磨:2、W鰐:

29 (505-37・39・41)， V熔;4 (505-40・42)、帰位不明。" (505-38))、箆状石雪量 4戸、 (1IJ!!; 

1 (505-46)、田照 2 (505-44・15)、11'1脅 1(505-43))、 削総45点、(I 腐 ;3 ， n~ : 1 5 (505

-50)、困層:5， 11'隅 18、周位不明:4)、領穏27点 (I1¥i!!; 2. [庖 14、NJ腎 I1 (505-48)、

V周 I(505-49)、帰位不明 1)、剥片・不定形石器8点 (1I漕・ 2，1Il層:2、N麗;2 (505 

-48)、vp，寄 1、思位不明 ;4]、際製省斧 5点([庖 2、狙層 1、NHi!: 2)、石緩3点、([

層 :1 (505-54)、W層:2 (505-52・53))、半円状周平打製石器16点(I慰;2 (505-54)、E

層:4、班廠:2、W府 2、層位不明 。6)、くぼみ右4点 {亜局:2 ~ N層。 l 、 ~位不明。 1 )、

滋石 4点 ([R雪 上血層。 1)、擦石 2点(隠位不明;2)、石IJllI点 (11'層 1 )である。

@ 石懲品 1割目線車震が l点 (nJ晋 1 (505-55))出土Lた.このほかに、自然、嫌に穴の開いた有

孔際 1点 ([婿 1).石核l点 (N思:1)が出土した.

写真39 S T505谷制居状況
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第 7章捨て場とその出土遺物
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第 6節 S T505谷の捨て場

2 (S05-2) 

1 (505-1) 

3 (505 3) 

。 lOcm 

第683図 S T505谷出土土器(1 ) 

343 



vvS 

( (; )謡芋干叩きまSOSlS 国持2露

(6-S0日)日

(9 SOS) Z 

助要干吊α」を可笛二L善寺 車L箆



ば3
でが亡。

σっ

き陣
叶
叶
ヨヨ
や
Liコ
<0 
L() 

υコ

(
m
H
a
l
m
o目
)

廿

コi
m
c
m
)
N

一叫 λ 匂 」は..:J八立ユ"一7/~内、

，位L児t:':;j~~;~;J;.'日:‘χ王;ゾ':' I二hバfジ:fζ寸dLゴ主;土;~~一 、汎λ慢℃に 、二三P戸f ギ♂〆-可

駁党釦;?:1完可切咋以:βν以ジシμ晶子ι法泊:〉X法干乞吠去投三央;:;;冷つ訟仏b弘t子禿五t:命‘己ベて1弘:
トt鰐汗汗只叫子叫η主工口江7汗'.r仁、 ιご:二; ヘ;ごξ/戸〆F宍必正が己主;死去五三 〆どな釘:':'，..;'_'.l
記~;~c~ ~';以とジf;も;之さ\公;子会~:~~J.~.:. ~:ヅちて治~:~
~悩営封d竺引、三ρ' 川 プ山 パぜ、止 マ 吋曳)戸川ん、い;， 吋̂供川巴ら引机"¥:"、 Z川μ同令ぷコ令 y斗が;持示荷〈引Ji.もz;戸会棺汚貯子予、

1、 ~i.:r:;~，京T へべ，':";:1';'，芦九沖J、件〆ぷん心一γプ将，

」τご4三三、てで，'.、 4 ぐん;三ィーバ合会イf~~}~i~'辺
， h'~ ，ちょ 、 "，:::i.~~t;f.~:' ‘竺]'，/γ

. ~ J i . ス 4 刷、

~~!:":!l..~:.，( ら;_;f_.，:..:， ~!l.. ぺ守 l...; 
，:.::_ 、:チギ-t-， '-;_.';.~: ←l'、 ，司.(')':♂に ， 

郵
ド
訓
持
(
町
神
的
。
的
F
H
K

∞
塩
∞
一
線

間
倒
的
活
抑
制

(
N
H
i
m
 

C
H
 
問

(

)

的

)

」

[



第 7章捨て場とその出土遺物

2 (505-15) 

1 (505-14) 

5 (505 -18) 

4 (505-17) 

第鵠草笛 S T505谷出土土器(4 ) 
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第 6節 S T505谷の捨て場

1 (S05 -19) 

2 (505-20) 

3 (505-21) 

5 (505-23) 

4 (505-22) 
。 10cm 

第687図 S T505谷出土土器(5 ) 
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第 7章捨て場とその出土遺物

1 (505-24) 

第688図 S T505谷出土土器(6 ) 
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第 7章捨て場とその出土遺物

4ここ〉

1 (505 -48) 2 (505-49) 

177.2g 

5 (505 -52) 

7 (505 54) 

NJ露出土 1・4・6
V層出土 2 • 5 

3 (505-50) 

566.8 g 

/一一一一一一六

し一一一一一ム 112.3g 

4 (505-51) 

168.0 g 

() (505-53) 

C二二コ C二二コ
8 (505 -55) 

I 層iI~， -[二 3・7
II層出土 8
IIIJ膏1:I~I::t : 

G 10cm 

第的奇麗 S T505谷出土石器(2 ) 
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写真40 ST396・504谷、 ST505谷、 ST528谷、 ST529~ 
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第 7章捨て場とその出土遺物

第 7節 S T639谷の捨て場

( 1 )概要と土層堆積状況

台地南西側のMB60~64、 MC59~64、 MD59----66、 ME59~66、 MF59~66、 MG59~66、 MH

59~66、 M 1 60~65、 MJ 60~64、 MK60~63、 ML57~63、 Ml\157~62、 MN58のグリッドで、ほ

ぼ南側から北側に延び、谷頭側が東側にほぼ直角に屈曲した谷として確認できた。

現地形でも南側の谷尻は不明

確になっているが、直線的に南

北方向に延びる窪地として確認

できることと、試掘調査時のト

レンチで縄文時代前期の深鉢形

土器が多量に出土していたこと

から、内部に捨て場が形成され

た谷であると認識していたもの

の、谷頭部分の屈曲部について

は、表土の黒褐色土が大きく削

り取られていたこともあり表土

除去@プラン確認作業時にも認 MH67十

識していなかった。

十MP61 十MP59

MF67+ 

@ 

ML6斗

1く L 中央ベルト

fv1-N:第 1トレンチ

→MJ 59 

~H59 

谷の西側斜面の Iカ所には、

小さな谷地形が形成されていた。

また、谷の両側斜面は地滑りを

起こしていたことが判明した。 MD67十

MF57+ 

MD57+ 

谷の長さ(水平距離)は、谷

尻側にあたる南側最端部から屈

曲点までが42.6m、屈曲点から

谷頭までが23.4m、合計66mで

ある。プラン確認面での谷頭か

ら屈曲点までの上幅は、最小

'MB65 寸MB63
MB591 

寸一

第691関 S T639谷土層断面実測位置

6.4m、最大 9mであった。屈曲点から南側最端部までの間の上幅は、屈曲点付近が12.8m、中半付

近で20m、南側最端部で32.5mであった。

西側斜面の小さな谷地形は、北西から南東方向に長さ(水平距離)13.5 m、谷頭での幅が9.6m、

谷尻の幅が4.8mを計測した。谷頭の幅が谷尻よりも大きいのは、谷尻部に地滑りによる崩落土が堆

積しているためである。この崩落の一因として、プラン確認面から 4mほどの深さに確認されている

帯水層が考えられる。

この帯水層は、 12 ， OOO~13 ， OOO年前の旧石器時代に噴火した十和田火山の火砕流のため、森林がな

ぎ倒され、 4 mもの厚さに堆積した火山灰(軽石層)で覆われたが、当時の地表面と倒伏した森林樹
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S T639谷の捨て場
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第 lトレンチ
旦 59.700m

9 黒褐色土(lOYR2/3) 粘性強い。
10 灰色縦砂(5Y4/1) 
11 黒褐色砂質土(lOYR3/1) 地山シラス大粒・塊を混入。
12 黒褐色土(7.5YR3/1) 地山シラス絢粒を混入。粘性あり。
13 黒褐色土(lOYR3/2) 地山シラス大粒を多量に混入。粘性あり。
14 黒褐色土(lOYR2/' 3) 粘伎強い。

15 黒褐色土(5YR3/2) 地山シラス大粒を少量に、小粒を多量に混入。
ザラザラしている。

16 灰黄褐色土(lOYR5/2) 地山。
17 黒褐色土(lOYR3/ 1) 粘性あり。

【第 1トレンチ】 一ι-'-'!'-'-....n;ろ円O~...~._. ;;，.­

l 撹苦L土(94年度に氷結妨11::用に覆った砂)
2 黒褐色土(5YR3/1) 炭化物とクルミが多く混入し、土援を多く包含

する。粘性強い。
黒褐色土(5YR2/2) 粘性強い。
黄灰色粘土(2.5YR6 1) 
暗赤褐色土(5YR3，/3) 木材を多く包含する。粘性強い。
黒褐色土(7.5YR3/ 1) 炭化物と槌物遺体、土器を多く包含するロ粘

性強い。
7 暗褐色砂質土(lOYR3/3) 地山シラス粒を多量に混入。ザラザラして

いる。
粘性強L、。

中央ベルト
8 黒褐色土(7.5YR3//2) 

__!s_ 59.600m 

~ 
ー

ω日
白

霊童書沢I層

?J¥II層

i尺III層

沢W層趨蜜【中央ベルト】

1 前年度に埋め戻した土(泥中lこクルミ・土器片・木片多い)
2 クルミの塊
3 黒褐色土(lOYR
4 黒褐色土(lOYR
5 黒褐色土(lOYR

種子投棄遺構
10 黒褐色 j二(lOYR3，/I)

11 1夜黄褐色シラス(lOYR
)
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花粉分析用試料時取地点

15 黒褐色土(lOYR 3/' 2 ) 
16 黒褐色二l二(lOYR3/1)
17 黒色土(N20) 腐植質。
5 ~13では木片・土器・石器・ 7号等の出土が多い。

く混入するが、よ

く締まっ
ている。

地山シラス塊
黒褐色土(lOYR
黒褐色土(lOYR
黒褐色土(10YR

6 
o 1 m 7 

8 
9 
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部7節 ST639替の拾て型車
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第 7章捨て場とその出土遺物

P地 4

写真46 平成7年款のST639谷低濃部調査終了時の状況

!明敏~ー
写真47 S T639谷の大器量得石層推積状況〈白い部分が浮石膳)
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第 7節 S T63915の鎗T崎

写真48 S T639谷捨て場V~宮北務出土状況

写真49 S T639谷捨て場V燭土器出土状況
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首s7章治て場とその出土遺物

写真50 S T639谷l書て場V廓士総出土状況

写真51 S T639谷総て暗号V局、 639-601土器出土状況
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第 7節 S T639谷の捨て場

木が帯水層を形成したのである。この厚く堆積した軽石層で台地が作られているのであるが、雨水等

の流水で開析され、帯水層まで露頭するようになり、不安定な堆積状態から大きく亀裂が入札地滑

りを起こしたと考えられるのである。

谷本体の底部は、地滑りによる崩落土が両側から堆積してし 1るため狭まり、大きな凹凸が見られ、

プラン確認面からの深さは、屈曲点付近が403m、中半付近で604m、南側最端部で706mであった。

崩落土が影響したのか谷内の埋土は、谷頭から谷中半付近までが厚く、中半付近から南側最端部は

薄かった。また、中半付近から南側最端部に堆積する埋土の上位には古代の降下火山灰である十和田

起源の大湯浮石層が堆積していた。

( 2 )第 I層から出土した遺物

行、 ___J_...2 l'笛弓子二マ3キ】九し2 1斗に占 /につ(i_ 1 _ r::¥ -;々、寸zって
¥土ノ ーし肉I=t汐ζノい¥.. C 1'--ーし-tl1=tV d-- U /i¥¥ ¥ V u::J .L - u ) にじり仏)0

(639-1 )は底部を欠失するが、スマートな逆ベル eボトム風の器形を呈し、頚部に指頭庄痕列

で飾った細く尖った 2条の隆帯を巡らしている。幅広で大きく外反する口綾部と隆帯下半には綾絡文

を施文し、胴部には撚糸文を施文しているが、中半下位に綾絡文帯を付加している。

(639-2 )はスマートな円筒形で、口縁はほぼ等間隔に低くなだらかな 4つの頂部をもっ波状を

呈する。頚部には、その上下に押圧縄文を付加し上部に縄を斜位に押捺した隆帯を 1条巡らしている。

やや外反する口縁部には所謂単軸絡条体第 4類を回転施文したあと、口辺に l条の押圧縄文を付加し

ている。腕部には撚糸文を施文している。

(639-3 )は底部を欠失するが、口端が強く外反するバケツ形を呈し、頚部に爪形文で飾った細

くて低い 2条の隆帯を巡らしている。 2条の隆帯の上下と間にも指先刺突列(指頭庄痕となったり、

爪形文となったりしている)を施工文している。幅広な口縁部には羽状縄文で作出した連続菱形文を

一巡させている。胴部には撚糸文を縦位施文しているが、隆帯下方には横位回転の撚糸文、中半には

口縁部と同様に羽状縄文で作出した連続菱形文を一巡させている。

(639-4)は底部を欠失するが、幅広な口縁部の上半が大きく外反し、頚部には上部に横方向の

連続爪形文を 2条施文し、その上下と間に縦方向の連続爪形文を施文した結果として細く低し¥2条の

経帯を巡らしたように見せた土器であるG 口縁部から胸部上半には沼状縄文、下半には撚糸文を施文

している。

(639 5 )も底部を欠失するが、幅の狭い口縁部は外反し頚部がすぼまり胴の膨らむ河筒形を呈

する。頚部には横長な連続刺突列で飾った l条の経帯を巡らしている。口縁部には縦位、横位、斜位

に2条 l単位の押圧縄文を施文し、胴部には木白状撚糸文を施文している。

②石器 石器は59点出土した。その内訳は、石鎌 1点、石槍 3点 (639-775.. 776)、石錐 l点、

石匙 6点 (639-777.. 778)、箆状石器 3点、削器14点、掻器 4点、剥片@不定形石器 4点 (639-779)、

石錘 3点 (639 780~782)、半円状偏平打製石器12点、くぼみ石 4 点 (639 -783~785)、擦石 2 点、

石皿 2点である。

③ 石製品 有溝傑 l点が出土した。このほかに自然、礁に穴のあいた有孔磯 2点、軽石 1点、石核

5点が出土した。

( 3 )第五層から出土した遺物

①土器復元できた土器は73点 (639-6 ~78) である。
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第 7章捨て場とその出土遺物

(639-6" 7)は胴の膨らむ器形を霊し、全面に単節縄文を施文した土器である。

(639-8)は頚部がすぼまり口縁部が外反し、胴中央の膨らむ円筒形を呈する土器で、口縁部に

単節縄文、胴部には撚糸文を施文している。

(639 9 ~ 15)は口縁部に綾絡文、腕部に撚糸文を施文した土器である。器形にはバケツ形 (639

-9~12"15) と円筒形 (639-13 e 14)がある口

(639-16" 17" 19" 20)は頚部に経帯あるいは隆帯様膨らみを巡らして、口縁部に稜絡文、胸部

に撚糸文を施文した土器である。 (639 16)は太く低い隆帯を巡らし、口縁部から経帯下方まで綾絡

文、胴部に撚糸文、底辺部に綾絡文を施文している。 (639-17e 19)は頚部に隆帯様膨らみを巡らし

て、口縁部から胴部上半に綾絡文、胴部下半に撚糸文を施文している。 (639-20)は口縁部を大きく

外反さぜ頚部に細く高い隆帯を巡らし、口縁部からi盗帯下方まで綾絡文、胴部に撚糸文を施文してい

る。

(639 18)は頚部に低く橋広な経帯様膨らみを巡らして、腕部上半に単節縄文、鋼部下半に撚糸

文を施文した土器である。

(639-21)は網の膨らむ円筒形で頚部に隆帯を巡らし、口縁部から隆帯下方までと底辺部に綾絡

文、以下に複節縄文を施文した土器である。

(639 -22)はやや胴の膨らむ円筒形で、頚部にやや高く山形に尖った隆帯を巡らし、口縁部から

隆帯下方まで綾絡文、以下に撚糸文を施文した土器である。

(639-23)はややボリュームのある円筒形を呈し、口縁部が外反し頚部にやや低い経帯を巡らし

た土器で、口縁部に単節縄文、胴部に撚糸文を施文している。口辺と隆帯には押圧縄文を施文してい

る。

(639-24)は口縁部がやや開く円筒形で、頚部に丸みのある隆帯を巡らし、全面に撚糸文を施文

した土器である。

(639-25)はスマートな円筒形で、頚部にやや高く山形に尖った隆帯を巡らし、口縁部に単節縄

文、胴部に撚糸文を施文している。口縁部には縄の押捺による連続山形文が付加されている。

(639-26)はややボリュームのある円筒形を皇し、口縁訳、が外反し頚部に{尽く偏平な 2条の経帯

を巡らした土器で、口縁部から隆帯下方に羽状縄文、以下に撚糸文を施文している。隆帯上には網目

状撚糸原体の側面圧痕、隆帯の上下と聞には押圧縄文を付加している。

(639-27 .. 28 .. 30~38) は頚部に指頭圧痕列で飾った隆帯を巡らした土器である。

(639-27)はボリュームのある円筒形を皇し、口唇に指頭圧痕列を巡らした脂の狭い口縁部が大

きく外反し、頚部に指頭圧痕列で飾った低く偏平な隆帯を 1条巡らした土器である。全面に単節縄文

を施文しているが、隆帯上下と胴部中半下位に綾絡文を付加している。

(639 28)は網部下半を欠失するが、ずん胴な円筒形を呈すると思われ、頚部に指頭圧痕列で飾

った低く偏平な隆帯を 1条巡らした土器である。全面に撚糸文を施文している。

(639-30)は胸部下半を欠失するが、ボリュームのある円筒形を呈すると思われ、頚部に連続す

る指頭庄痕列で飾った低く偏平な隆帯を 1条巡らした土器である。口縁部に綾絡文、服部に撚糸文を

施文している。

(639-31)は底辺部を欠失するが、円筒形を呈し、頚部に連続する指頭圧痕列で飾った隆帯を l
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第 7節 S T6:19谷の捨て場

条巡らした土器である。陵高の上下にも連続する指頭圧痕列も部分的に見られる。全面に撚糸文を施

文している。

(639-32)は円筒形を呈し、頭、部に部分的な指頭圧痕列で飾った隆帯を l条巡らした土器である。

口縁部に単節縄文、服部に撚糸文を施文している。

(639-33)は胴部以下を欠失するが、頚部に指頭圧痕で飾った細く低い隆帯を 1条巡らした土器

である。隆帯の上下には連続する指頭圧痕列を巡らしている。口縁部に単節縄文、澗部に撚糸文を施

文している。

(639 34)はスマートな逆ベル@ボトム風な器形を呈し、頚部に連続する指頭圧痕列で飾った低

く偏平な 2条の隆帯を巡らした土器である。口縁部から隆帯下方までに綾絡文、以下に撚糸文を施文

している。

(639-35)はずんぐりした逆ベル eボトム風な器形を呈し、頚部に連続する指頭圧痕列で飾った

先細りのやや高い 2条の隆帯を巡らした土器である。口縁部から経帯下方までと腕部中半下位に綾絡

文、他には撚糸文を施文している。

(639-36)は胸部下半を欠失するが逆ベjレe ボトム風な器形を皇し、頚部に連続する指頭圧痕列

で飾った低く偏平な l条の隆帯を巡らした土器である。隆帯の上下にも連続する指頭圧痕列を巡らし

ている。口縁部から隆帯下方までに綾絡文、以下に撚糸文を施文している。

(639-37)は鋼部下半を欠失するが、頚部に連続する指頭圧痕列で飾った先細りのやや高い 2条

の隆帯を巡らした土器である。隆帯聞にも爪形に似た指頭圧痕列を付加している。口縁部に綾絡文、

胴部には撚糸文を施文している。

(639-38)は胴部下半を欠失するが、口縁部が大きく外反し服部中半が膨らむ逆ベル@ボトム風

な器形を呈し、頚部に連続する指頭圧痕列で飾った偏平な 2条の隆帯を巡らした土器である。隆帯間

と隆帯上下にも爪形に似た指頭圧痕列を付加している。日縁部から経帯下方までと網部中半下位に綾

絡文、その他には撚糸文を施文している。

(639-29)はスマートな円筒形で口縁部が外反し、頚部に竹管刺突列で、飾ったやや低く偏平な隆

帯を 2条巡らした土器である。全面に単節縄文を施文している。

(639 -39------51 .， 53 .， 55)は幅広な口縁部をもち頚部に爪形文で、飾った隆帯を巡らした土器である。

(639-39)は胴部下半を欠失するが、低く偏平な l条の隆帯上に、指頭庄痕のくぼみの中に爪形

を縦位に刺突して爪形文を飾ったもので、口縁部から隆苦下方までに綾絡文、その下位には撚糸文を

施文している。

(639-40)は底辺部を欠失するが、口縁部が大きく外反する逆ベル@ボトム風な器形を呈し、頚

部にやや先細りの高し叶条の連続爪形文を飾った隆帯を巡らした土器である。口縁部に単節縄文、胴

部に撚糸文を施文している。

(639-41)も底辺部を欠失するが、口縁部が外反する円筒形を呈し、頚部に偏平で低い l条の連

続爪形文を飾った隆帯を巡らした土器である。口縁部から隆帯下方までに綾絡文、その下位には撚糸

文を施文している。

(639-42)は底辺部を欠失するが、スマートな器形を皇し、頚部に連続爪形文を飾ったやや先細

りの高し、 l条の経帯を巡らした土器である。口縁部に;:p:j状縄文、胸部に撚糸文を施文している。
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(639-43)は胴部下半を欠失するが、目岡部中半が膨らみ口縁部がほぼ直立する円筒形を呈し、霊園、

部に偏平で低い 1条の連続爪形文を飾った隆帯を巡らした土器である。隆帯上下にも連続爪形文を巡

らしている。口綾部から隆帯下方までに綾絡文、その下位には撚糸文を施文している。

(639-44)は口縁部がやや開く円筒形を呈し、頚部には間隔の狭い連続爪形文で飾っているが目

立たないほど低く偏平な隆帯を巡らしている。全面に撚糸文を施文している。

(639-45)は底辺部を欠失するが、ずん腕な円筒形を呈し、頚部に 2条の連続爪形文列を巡らし

ている。 2条の間には横位に連続する爪形文列を充填している。幅の広い口縁部と、連続爪形文列下

方に口縁部とほぼ同じ幅で羽状縄文、以下に撚糸文を施文している。

(639-46)はスマートな器形を呈し、頚部に 2条の連続爪形文列を巡らしている。上下 2条巡ら

すことによりその間の粘土はあたかも細くて低い無文の隆帯を巡らしているように見える。口縁部と

腕部上半には単節および多条の縄文、腕部下半に撚糸文を施文している。

(639-47 .. 48)の頚部には 2条の連続爪形文列を巡らしているが、その上下と口辺に 1条の押圧

縄文を施文している口 (639-47)では連続爪形文列の間の隆起部分に斜位の連続爪形文列を充填して

いる。全面に羽状縄文を施文している。 (639-48)は口縁部と底辺部を欠失するが、頚部には 1条の

押圧縄文を下位に付加した連続爪形文列を巡らしている。連続爪形文列下方に羽状縄文、その下位に

は撚糸文を施文している。

(639 49)は頚部に (639-46) と同じように 2条の連続爪形文列を巡らしているが 2条の間の隆

起部分に横位の連続爪形文列を充填している。全面に撚糸文を施文しているが、口辺は施文方向を変

えている。

(639-50 • 51 • 53)はいずれも胴部下半あるいは底辺部を欠失するが、胴部中半が膨らみ口縁部

が外反する円筒形を呈し、頚部に偏平で低い 2"-'3条の連続爪形文を飾った経帯を巡らした土器であ

る。隆帯上下とその潤にも連続爪形文を施文している。 (639-50)では口縁部に羽状縄文を上下組み

合わせて菱形文、 2条の隆帯下位には綾絡文、その下方には撚糸文を施文している。 (639-51)では

口縁部から 3条の経帯下方まで羽状縄文を上下組み合わせて菱形文、その下位には撚糸文を施文して

いる。

(639-53)でも口縁部から 2条の隆帯下方まで羽状縄文を上下組み合わせて菱形文、その下位に

は撚糸文を施文しているが、中半に羽状縄文、下半に綾絡文を巡らしている。

(639-55)はずん胴な円筒形を呈し、頚部に偏平で細く低し、 2条の連続爪形文を飾った隆帯を巡

らした土器である。隆帯上下とその間にも連続爪形文を施文している。口縁部から隆帯下方までと腕

部中半下位に羽状縄文を、それ以外には撚糸文を施文している。

(639 -54)は胴部以下を欠失するがずん腕な円筒形を呈すると思われ、口縁部に羽状縄文を上下

組み合わせて菱形文、その下位には撚糸文を施文している。

(639-56~58 " 60)はダンゴ虫のように、縄原体を斜位に押捺した隆帯を頚部に巡らした土器で

ある。 (639-56)は口辺に撚糸文を施文した口縁部がやや開き、胴膨らみのある円筒形を果し、頚部

に太く偏平な経帯を l条巡らした土器である。口縁部から経帯下方までと胴部中半に単節縄文を巡ら

し、それ以外には撚糸文を施文している。 (639-57)は底辺部を欠失するが胴部中半が膨らみ口縁部

が外反する円筒形を皇し、頚部に太くやや高い隆帯を 1条巡らした土器である。日縁部から経帯下方
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までと胴部下半に羽状縄文を巡らし、それ以外には撚糸文を施文している。 (639 58)は底辺部を欠

失するが円筒形を呈し、幅広で低い隆帯を頚部に l条巡らした土器である。口縁部から隆帯下方まで

綾絡文、以下に撚糸文を施文している。 (639-60)は胴部上半が膨らみボリュームのある器形を呈し、

太く高い隆帯を頚部に 1条巡らした土器である。口縁部と胴部中半および底辺に綾絡文、それ以外に

は撚糸文を施文している。

(639-64)はややスリムなバケツ形を呈し、全面に複節縄文を施文した土器である。

(639-65)は底辺部を欠失するが、胸部中半が膨らみ口縁部が外反する円筒形を皇し、口縁部か

ら下方に綾絡文と単節縄文を交互に施文した土器である。

(639-66)は円筒形を呈し、胴部下半を欠失するが、頚部に l条の綾絡文を巡らし、口縁部に単

会~主恩寸ケ犬， 日lヨ調71，"'"劫'T-.::!L..寸'rえ，長命寸ケ 1 ナ----L.s8.マτう丈 3え
民 IJ小用'_λ、・正L、IJInj臼JJI'-J:ii'、tノl、〆λ、・正!../J1払Jλ、 し.;I '-一上_1:IJr ..... 日ノ'cJ0 

(639-67)は口縁が外反するバケツ形を呈し、胴部上半に縄文を、下半に撚糸文を施文した土器

である。口辺には縄文を接位回転させて口縁部文様体を表出し、腕部中半でも撚糸文を横位回転施文

させている。

(639-68)はずん胴な円筒形で、胸部上半に縄文を、下半に撚糸文を施文した土器である。頚部

に2条の綾絡文を巡らし、幅の狭い口縁部を表出している。

(639-69)は口辺に粘土を貼り付けて厚く糖の狭い口縁部を作り、撚糸文を横位回転施文させ、

胴部には縦位に撚糸文を施文した土器である。

(639-70)は口がやや開く円筒形を呈し、頚部に細く低い隆帯を 1条巡らした土器である。幅の

狭い口縁部には横走する数条の押圧縄文を、隆菅には単軸絡条体の側面圧痕、胴部には羽状縄文を施

文している。

(639-71)はバケツ形を畏し、頚部に 2条の単軸絡条体の側面圧痕を巡らし、糖の狭い口縁部に

は~状縄文を、胴部に撚糸文を施文した土器である。

(639-72)は4つの頂部をもっゆるやかな波状口縁をもちバケツ形に近いボリュームのある円筒

形を呈する土器である。頚部に半裁竹管様の連続刺突文と綾絡文を上下平行させて巡らしている。幅

の狭い口綾部には横走する数条の押匝縄文左波頂部から垂下する 2条の押圧縄文が施文きれ、地には

爪形文が充填されている。服部には撚糸文を施文している。

(639-73)はずん腕な円筒形を呈している。頚部に 2条の横走する押圧縄文を巡らし、口縁部と

胴部上半に羽状縄文、下半には単節縄文を施文した土器である。

(639 74)は4つの頂部をもっ波状ロ縁をもちバケツ形に近いボリュームのある円筒形を呈する

土器である。頚部と口辺に細い粘土紐を鮎り付けて半裁竹管様の連続刺突文を施文し、口縁部には波

状口縁に平行させて押庄縄文を巡らし、波頂部から 1条の押圧縄文を垂下させている。胴部には木目

状撚糸文を施文している。

(639 75)は底辺部を欠失するが、スマートな円筒形を呈する土器である。全面に羽状縄文を施

文したあと、頚部に平行する 5条の押圧縄文を巡らし、口辺から 1条の押圧縄文を君主下させている。

(639 -76)はボリュームのある河筒形の腕部に、すぼめた頚部、大きく外反する口縁部がつけら

れた器形の土器である。口縁部には単軸絡条体の側面圧痕を横位、斜位に施文し、腕部上半に羽状縄

文を、下半に撚糸文を施文している。
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(639-77)は底辺部を欠失するが、 6つの頭部をもっ波状口縁をもちボリュームのある円筒形を

皐する土器である。口辺に粘土を貼り付けて厚く幅の狭い口縁部を作り出して撚糸文を施文し、頚部

には横走する 6条の押圧縄文、肩部に撚りの異なる 2条の縄原体を巡らし、胸部には木目状撚糸文を

施文している。

(639-78)は底辺部を欠失するが、スマートなバケツ形を呈する土器である。口縁部には横走す

る5条の押圧縄文を巡らし、腕部には撚糸文を施文している。

② 石器 石器は227点出土した。その内訳は、トランシェ様石器 1点 (639-786)、石鍛 6点 (639

-787~792)、石槍 7 点 (639-796~799)、石錐19点 (639-793)、石匙40点 (639-795)、箆状石器

8点 (639-800~803)、削器38点、掻器19点、剥片@不定形石器 7 点 (639-804'"'-'807)、磨製石斧 6

Fと てC !;J高官つ上 (c.つIi OliO_ 010¥ 斗ILrn、U>..IEヨてTア.f.-γ生 H--c!!口円月上 If'1)ハ () () 1 口内内¥ ノ 'i2'寸ー「唱円正:; ~ 
.1¥¥'¥、午」夜ま:.10，，¥;，， \Uοコー OUOC~0 .1 0) 、 一十日ヤ~1楠TfJ 場乏何石i'f')/，~，、 ，Uο:1-0':::'1 ~O.:::..)) 、 \ぼのし口 1'} ，~，、 長長伺 1V

点、石血 4点である。

③ 石製品 有溝穣 2点、円盤状石製品 8点 (639-819.. 820)が出土した。このほかに自然礁に

穴のあいた有孔穣 1点、石核 8点が出土した。

( 4 )第麗層から出土した遺物

① 土器

復元できた土器は70点 (639-79~149) である。

(639-79)はバケツ形を呈する土器である。全面に撚糸文を施文しているが、口縁部には施文方

向を変え横方向に施文している。

(639 80"-'82. 84"-'87)はバケツ形あるいは逆ベル@ボトム風の器形で、口縁部に綾絡文、胴部

に撚糸文を施文した土器である。 (639-82)は底辺部にも綾絡文を施文している。

(639-83)はバケツ形を果し全面に単節縄文を施文した土器である。

(639"-88 .. 89)は円筒形を呈する土器で、 (639-88)は口縁部と底辺部に綾絡文、胸部に撚糸文

を施文し、 (639-88.. 89)は口縁部に綾絡文、胴部に撚糸文を施文している。

(639 -90 & 92)は腕部下半を欠失しているが、逆ベlレ@ボトム風の器形と思われる土器で、全面

に撚糸文を施文している G

(639-91)は底辺部を欠失しているが、逆ベル@ボトム風の器形と思われる土器で、口縁部に綾

絡文、腕部に撚糸文を施文した土器である。

(639-93)は頚部がすぼまり口縁部が外反する円筒形の土器である。口縁部に綾絡文、胸部に撚

糸文を施文しているが、底辺部には施文方向を変え横方向に施文している。

(639 -94"-'96)はバケツ形を皇し、口縁部に単節縄文、胴部に撚糸文を施文した土器である。 (639

-95)では胴部中半下位にも単節縄文が施文されている。

(639-97)は円筒形を果する土器である。口縁部に複節縄文、頚部に綾絡文、胴部に撚糸文を施

文している。

(639-98)は頚部にほとんど目立たないほど低い隆帯を巡らした円筒形を呈する土器である。全

面に縦位の撚糸文を施文しているが、隆帯上と口辺には横位に施文している。

(639-99)は胴部下半を欠失しているが、頚部にほとんど目立たないほど低い隆替を巡らした円

筒形と思われる土器で、幅の広い口縁部から隆帯下方にかけて綾絡文、腕部に撚糸文を施文している。
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第 7節 S T639谷の捨て場

(639-100 .. 101)は円筒形あるいは逆ベル@ボトム風の器形で、頚部に太く高い経帯を巡らし、

口縁部から隆帯下方にかけて綾絡文、胴部に撚糸文を施文している土器である。

(639-102)は逆ベル@ボトム風の器形で、頚部に太く高い隆帝を巡らし、口縁部から経帯下方に

かけて綾絡文、服部に撚糸文を施文している土器である。

(639-103)は円筒形を呈する土器で、頚部に太く高い経帯を巡らし、口縁部に綾絡文、胸部に撚

糸文を施文している。

(639-104)はやや逆ベル@ボトム風の器形で、頚部に指頭圧痕列で飾った太く低い隆帯を l条巡

らし、全面に撚糸文を施文した土器である。

(639-106)は口縁部と底辺部を欠失した胴膨らみのある土器である。頚部に指頭圧痕列で、飾った

太く低い隆帯を 2条巡らしている。経帯の上下方と胸部中半下位に綾絡文、それ以外の胸部には撚糸

文を施文している。

(639-107)は胴部下半を欠失するが逆ベル e ボトム風の器形の土器で、頭、部に指頭圧痕列で飾っ

た細く低い経帯を 2条巡らし、その上下と聞にも指頭圧痕列を施文し、さらに上位に単軸絡条体の側

面圧痕列を 1条付加している。外反する幅の広い口縁部から隆帯下方にかけてと胸部中半に羽状縄文

を組み合わせた菱形文、それ以外の胸部には撚糸文を施文している。

(639-108~ 122)は頚部に爪形文列を施文した土器である。

(639-108)は太く丸みのある経帯に爪形文列を施文し、口縁部から隆帯の下方にかけてと胸部中

半下位に綾絡文、それ以外の胴部には撚糸文を施文した円筒形を呈する土器である。

(639-109)は無文で、先の尖った隆帯の上下に爪形文列を施文し、さらにその上下に搾圧縄文を付

加している。外反するやや幅の広い口縁部から隆帯下方の胸部上半にかけて羽状縄文、以下に撚糸文

を施文している。

(639-110)は頚部に 2条の爪形文列を施文し、その上下と間に押圧縄文を付加した、やや腕膨ら

みの円筒形を呈する土器である。やや糖の広い口縁部から頚部下方にかけて単節縄文、以下の胴部に

撚糸文を施文している。

(639-111 " 114)は頚部に 2条の爪形文列を施文し、その間の粘土の低い隆起上に横イ立の爪形文

列を付加した、円筒形を呈する土器である。口縁部から腕部上半にかけて羽状縄文、以下に撚糸文を

施文している。

(639-112)は頚部に低い 2条の隆帯を巡らしたボリュームのある円筒形の土器である。無文で先

の尖った経帯の上下とその聞に爪形文列を施文し、さらにその上下に押圧縄文を付加している。直立

する口縁部から隆帯下方の胴部上半にかけて羽状縄文、以下に撚糸文を施文している。

(639-113)は無文の丸みのある隆帯の上下に瓜形文列を施文し、外反する幅の広い口縁部から隆

帯下方にかけて綾絡文、それ以下の胴部には撚糸文を施文している。

(639-115)は頚部に l条の丸みのある低い隆帯を巡らした土器である。隆帯上とその上下位に爪

形文列を施文し、外反する幅の狭い口縁部から経帯下方にかけてと胴部中半下位に綾絡文、それ以外

の腕部には撚糸文を施文している。

(639-116)は頚部に低い 2条の隆帯を巡らした胴膨らみのある円筒形の土器である。横位の爪形

文列を施文した隆帯の上下とその間に爪形文列を施文し、直立する口縁部に単節縄文、胴部に撚糸文
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第7章捨て場とその出土遺物

を施文している。

(639-117)は円筒形を呈する土器である。頚部に 2条の爪形文列を施文し、上下とその聞に押圧

縄文を付加している。直立する輔の広い口縁部から隆帯下方にかけてと胴部中半に沼状縄文を組み合

わせた菱形文、それ以外の胴部には撚糸文を施文している。

(639-118)は底辺部を欠失する円筒形を呈する土器である。頚部に 3条の爪形文列を巡らし、

下とその間に押圧縄文を付加している。やや外反する口縁部と爪形文列下方に羽状縄文、服部に撚糸

文を施文している。

(639-119) も底辺部を欠失する円筒形を呈する土器である。頚部に 2条の爪形文列を施文した隆

帯を巡らし、上下とその間に押圧縄文を付加している口やや外反する口縁部に羽状縄文、腕部に撚糸

文と網目状撚糸文を重ねて施文している。

(639-120)はずん腕な円筒形を皇する土器である。頚部に 3条の爪形文列を巡らし、その上下に

押圧縄文を付加している。幅の狭く直立する口縁部に羽状縄文、網部に多軸撚糸文を施文している。

(639 121)は服部下半を欠失するが、ずん胴な円筒形を呈する土器である。頚部に 3条の爪形文

列を巡らし、口縁部と爪形文列下方に羽状縄文を施文している。

(639-122)は口縁部を欠失するが、踊膨らみのある円筒形を呈する土器である。頚部に 2条の爪

形文列を巡らし、口縁部と爪形文列下方に羽状縄文、以下に撚糸文を施文している。

(639-124 " 125)は頚部にダンゴ虫様の単軸絡条体の側面庄痕文を施文した l条の隆帯を巡らす

円筒形の土器である。口縁部から隆帯下方にかけて綾絡文、以下に撚糸文を施文している。

(639 -126 0 127)はバケツ形を呈し、全面に羽状縄文を施文した土器で、ある。 (639 126)の頚部

には 2条の押圧縄文を巡らしている。

(639-128~ 136 e 138 .. 139)は頚部に押圧縄文を巡らした土器である。

(639-128)は底辺部を欠失するが、円筒形を呈する土器である。押圧縄文を頚部に 2条と口辺に

l条巡らし、口縁部から胸部上半にかけて羽状縄文、以下に撚糸文を施文している。

(639-129) も底辺部を欠失するが、円筒形を呈する土器である。押圧縄文を頚部に 2条巡らし、

全面に多軸撚糸文を施文している。

(639-130) も底辺部を欠失するが、円筒形を呈する土器である。押圧縄文を頚部に 3条巡らし、

口縁部から納部上半にかけて羽状縄文、以下に撚糸文を施文している。

(639-131)は波状口縁をもつやや胴膨らみのある円筒形を呈する土器である。押圧縄文を頚部に

3条巡らし、全面に羽状縄文を施文している白

(639-132)は外反する口縁部をもち円筒形を呈する土器である。押圧縄文を頚部に 3条巡らし、

口縁部から胴部上半にかけて羽状縄文、以下に撚糸文を施文している。

(639-133)は頚部に隆帯を巡らし円筒形を呈する土器である。隆平野上とその上下位に押圧縄文を

施文し、全面に羽状縄文を施文している。

(639-134)は波状口縁をもっ土器の胴部上半である。頚部に 3条の押圧縄文で飾る隆帯を l条巡

らし、口辺には単軸絡条体の側面圧痕文を 1条施文している。全面に羽状縄文を施文している。

(639-135)は胴部下半を欠失するが、円筒形を呈する土器である口頚部に 2条の抑圧縄文を巡ら

し、直立する口縁部には横位方向の撚糸文を、日同部には単節縄文と撚糸文を施文している。
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(639 136)は頚部に押圧縄文で飾る隆帯を 1条巡らし、口辺から 2条 l単位の押圧縄文を垂下さ

せている土器である。幅の広い口縁部から胸部上半にかけて羽状縄文、以下に撚糸文を施文している。

(639-138)は円筒形を呈する土器である。頚部に l条、口辺に 2条の押圧縄文を巡らし、口辺か

ら2条 l単位の押圧縄文を垂下させている。直立する口縁部には網目状撚糸文、鋼部には撚糸文を施

文している。

(639-139) も円筒形を呈する土器である。頚部に 3条の押圧縄文を巡らし、口辺から 3条 l単位

の押圧縄文を垂下させている。口縁部から胴部上半にかけて羽状縄文、以下に撚糸文を施文している。

(639-140~ 145)は幡の狭い口縁部に横位の押圧縄文を数条平行に施文した土器である。

(639-140)はずん網な円筒形を呈する土器である。幅の狭い口縁部に 2条 I単位の押圧縄文を 4

条巡らし、胸部には探糸文を施文している。

(639 141)は胴部中半以下を欠失する土器である。単節縄文を施文した口縁部に 8条の押圧縄文

を重ねて施文している。

(639-142) も胴部を欠失する土器である。頚部に円形刺突文列を巡らし、 8条の押圧縄文を巡ら

し、口辺から 3条 l単位の押圧縄文を垂下させている。

(639-143)はバケツ形を呈する土器である。口唇に刻み目を入れ、幅の狭い口縁部に 4条の押圧

縄文を巡らし、胸部には全面単節縄文を施文している。

(639-144)は底辺部を欠失するが、 4つのゆるやかな波状口縁をもち円筒形を呈する土器である。

幅の狭い口縁部に 2条 l単位の押圧縄文を 6条巡らし、波頂から 2条 1単位の押圧縄文を 3条垂下さ

せている。服部には全面単節縄文を施文している。

(639-145)は4つのゆるやかな波状口縁をもちバケツ形を呈する土器である。綜の狭い口縁部に

6条の押圧縄文を巡らし、波頂から 2条 l単位の押圧縄文を垂下させている。腕部には全面単節縄文

を施文している。

(639-146)は底辺部を欠失するが、円筒形を呈する土器である。頚部に縄を押捺した隆帯を l条

巡らし、直立する口縁部に横位方向の撚糸文を、胴部には縦方向の撚糸文を施文している。

(639-147)は頚部に l条の押圧縄文を巡らして文様体を区画し、 4つのゆるやかな波状口縁をも

ち円筒形を呈する土器である。幅の狭い口縁部には単軸絡条体の側面圧痕文を数条施文し、波頂から

3条 1単位の単軸絡条体の側面圧痕文を垂下させている。頚部下方に羽状縄文、それ以下には単節縄

文を施文している。

(639-148)は胴部下半を欠失するが、頚部に l条の押庄縄文を巡らして文様体を区画し、 4つの

ゆるやかな波状口縁をもち円筒形を呈する土器である。幅の広い口縁部には縦位、横位、斜位に縄文

を押圧し重なり会う菱形文を表出している。胸部には多軸撚糸文を施文している。

(639 149)は底辺部を欠失するが、胴膨らみのある円筒形を呈する土器である。頚部に縄を押捺

した隆帯を l条巡らし、直立する口縁部に押圧縄文で 2段の横位の低い連続山形文を、胴部には多軸

撚糸文を施文している。

②石器石器は126点出土した。その内訳は、石槍 l点 (639-824)、石錐 2点、石匙23点、削器

13点 (639-825)、掻器 4点、剥片@不定形石器25点、磨製石斧 4点、石錘 6点 (639-829~834) 、

半円状偏平打製石器33点、くぼみ石 3点、擦石 6点、敵石 6点である。
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第7章捨て場とその出土遺物

1 (639-83) 
2 (639-84) 

4 (639-8!3) 

3 (639-8S) 

第733図 S T639谷耶層出土土器(2 ) 
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第 7章捨て場とその出土遺物

1 U);-)9-10お)

2 (G39-109) 

4 (639 111) 

3 (639 -110) 

第739関 S T639谷E廃出土土器(8 ) 
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第 7章捨て場とその出土遺物

1 (639-118) 

2 (G39 -119) 

第743図 S T639谷E層出土土器(12)
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第7章捨て場とその出土遺物

1 (639 -129) 
2 (639-130) 

3 (639-131) 

4 (639-1:32) 。 10cm 

第747図 S T639谷直層出土土器(16)
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第 7節 S T639谷の捨て場

2 (639 -134) 

1 (639 -133) 

3 (639-1:35) 

ど1(639-136)

5 (639-1:37) 

。 10cm 

第748関 S T639谷臨層出土土器(17)
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第 7章捨て場とその出土遺物

2 (639 -139) 
1 (639-138) 

4 (639 -141) 

5 (639-142) 

3 (639-140) 

第749図 S T639谷直層出土土器(18)
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第 7節 S T639谷の捨て場

i 

1 ((:j39-14:j) 

2 (G39 -144) 

3 (G39 145) 。 10cm 

第750図 S T639谷直層出土土器(19)
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第 7節 S T639谷の捨て場

1 (639-150) 

2 (639-151) 

3 (639 152) 

4 (639 -153) 

5 (639 -154) 

。 10cm 

第754図 S T639谷N層出土土器(1 ) 

429 



第 7章捨て場とその出土遺物

③石製品 有溝磯点、石棒 2点、円盤状石製品 9点 (639-826)が出土した。このほかに自然礁

に穴のあいた有孔磯 2点、石核7点が出土した。

( 5 )第五7廃から出土した遺物

① 土器

復元できた土器は390点 (639-150~540) である。

(639-150~ 188)は全面に同一原体を施文した土器で、ある。バケツ形あるいは円筒形を呈し、原

体の回転方向を変えて文様体を表出したもの (639-150 " 153 " 180~ 185)がある。

(639 -189'"'-' 197)は口縁部に綾絡文、胸部に撚糸文を施文した土器である。バケツ形あるいは円

筒形を呈する。

(639 198c-~204) は口縁部に綾絡文、絹部に撚糸文を施文し中半下位に綾絡文を帯状に巡らした

土器である。バケツ形あるいは円筒形を呈する。

(639 -205'"'-'206)は口縁部と底辺部に綾絡文、胸部に撚糸文を施文し中半下位に綾絡文を帯状に

巡らした土器である。バケツ形あるいは円筒形を呈する。 (639-206)の底部には、縄の押捺が見ら

れる。

(639-207 .， 208)は閥膨らみのある円筒形を呈し、口縁部と底辺部に綾絡文、胴部に撚糸文を施

文し中半に綾絡文を帯状に巡らした土器であるが、胴部の撚糸文が斜位、横位に施文されている。

(639-209~211) は胴膨らみのある円筒形を呈し、口縁部と底辺部に綾絡文、服部に撚糸文を施

文した土器である。

(639-212，-..__，223)は逆ベル eボトム風の器形あるいは円筒形を呈し、口縁部に綾絡文、胸部に撚

糸文を施文した土器である口腕部下半あるいは底辺部を欠失したものが多いが、胴部中半に綾絡文を

帯状に巡らしたもの (639-212" 214-----216 " 218-----220 .. 222 " 223) もある。

(639-224~231) は胸部下半を欠失するがボリュームのあるバケツ形あるいは円筒形を呈し、口

縁部に綾絡文、腕部に撚糸文を施文し中半下位に綾絡文を帯状に巡らした土器である。

(639 -232 233)は胴部下半を欠失するがスマートなバケツ形を呈し、口縁部に綾絡文、胸部に

撚糸文を施文した土器である。 (639-233)の口辺と頚部には押圧縄文を巡らしている。

(639-234)は胸部下半を欠失するがずん胴な円筒形を呈し、口縁部に稚拙な羽状縄文、胴部に撚

糸文を施文した土器である。

(639-235~243 .， 245 .， 246)は胴部下半を欠失するがボリュームのある円筒形あるいはスリムな

逆ベル e ボトム風の器形を呈し、口縁部に綾絡文、胸部に撚糸文を施文した土器である。

(639-244)は底辺部を欠失するがスマートなバケツ形を呈する土器である。頚部に 3条の単軸絡

条体側面圧痕文を巡らして文様体を区画し、 '1届の狭い口縁部に所謂単軸絡条体第 5類を回転施文、胴

部には撚糸文を施文した土器である。

(639-245)はスリムな逆ベル@ボトム風の器形を呈し、口縁部に綾絡文、胴部に複節縄文を施文

した土器である。

(639-247~250" 252)はスマートなバケツ形を呈する土器である。 (639 247)は口縁部と胴部

に単節縄文、柄部に撚糸文を施文し、 (639-248)は全面に撚糸文を施文したあと胴部中半に綾

絡文を情状に巡らしている。 (639-249 " 250 .. 252)は胴部下半を欠失するが異なる原体により口縁

- 430 -



第 7節 S T639谷の捨て場

部と胴部の文様体 (249:綾絡文と多斡撚糸文、 250.. 252 :単節縄文と撚糸文)を表出している口

(639 -251 .. 253 .. 254 .. 256)は腕部下半を欠失するが円筒形あるいはやや胴膨らみのある円筒形

を呈する土器である。口縁部に単節縄文、踊部に撚糸文を施文Lている。

(639-255)は胴部下半を欠失するがやや網膨らみのある円筒形を呈する土器で、口縁部と胴部中

半に羽状縄文、胴部に撚糸文を施文している。

(639-257~261) はスマートなバケツ形あるいはやや胴膨らみのある円筒形を呈し、ロ縁部に羽

状縄文、胴部に撚糸文を施文した土器である。

(639-262)はバケツ形を呈する土器である。口縁部から腕部中半まで羽状縄文、胸部下半に撚糸

文を施文している。

(639-263 .. 264)はやや腕膨らみのあるバケツ形を呈する土器であるc 口綾部に稜絡立を施文し

ているが、鯛部lこは複節縄文 (639-263)あるいは単節縄文 (639-263 .. 264)を施文している。

(639-265 e 266)はバケツ形を呈する土器である。口縁部から服部中半すぎまで単節縄文、以下

に撚糸文を施文している。

(639 -267 ~285) は頚部に縄を回転施文した隆帯を巡らし、胴膨らみのある円筒形あるいはスリ

ムな逆ベル@ボトム風の器形を呈する土器である。 (639-267"268 .. 278)は口縁部に綾絡文、胸部

に撚糸文を施文、 (639 269" 270 .. 274~277 " 280)は口縁部から経帯下方に綾絡文、以下に撚糸文

を施文、 (639-271 " 279)は全面に撚糸文を施文、 (639-272)は口縁部に単節縄文、腕部に撚糸文

を施文、 (639-273)は口縁部に綾絡文、隆帯下方に羽状縄文、以下に撚糸文を施文している。

(639 281 ~283) は底辺部を欠失するが頚部に隆帯を巡らし、胴膨らみのある円筒形あるいはス

リムな逆ベル eボトム風の器形を呈する土器である。口縁部から胴部上半まで単節縄文、以下に撚糸

文を施文している。

(639 284.. 285)は底辺部を欠失するが頚部に経帯を巡らし、円筒形あるいは腕膨らみのある円

筒形を呈する土器で、全面に単節縄文を施文している。

(639 -286'"'-293 " 295~327) は頚部に指頭圧痕列を施文した隆帯を巡らした土器である。

(639-286)は円筒形を塁し、頚部に 1条の低い隆帯を巡らし、幅の狭い口縁部に羽状縄文、鯛部

に撚糸文を施文している。

(639-287 .. 288)は円筒形を皐し、ロ縁部と!珪帯下方に綾絡文、以下に撚糸文を施文、 (6.39-289)

は胴膨らみのあるボリューム感あふれる逆ベル@ボトム風の器形を呈し、頚部に 2条の先の尖った経

帯を巡らし、幅の狭い口縁部から!盗帯下方および胴部中半下位に綾絡文、それ以外の胴部には撚糸文

を施文した土器である。口唇と 2条の隆帯上、その上下位および条間に指頭圧痕列を施文している。

(639-289)は胴部下半を欠失するが大きく外反する檎の狭い口縁部をもち頚部に 2条の先の尖っ

た隆帯を巡らし、ボリュームのあるバケツ形を皇する土器である。口唇と 2条の降帯上、その上下位

および条間に指頭庄痕列を施文し全面に撚糸文を施文している。

(639 -291 .. 292)は円筒形を果し、頚部に l条の低い隆帯を巡らし、幅の狭い口縁部に綾絡文、

胴部に撚糸文を施文している。

(639-293)は逆ベル e ボトム風の器形を呈し、頚部に 2条の先の尖った隆帯を巡らし、|揺の狭い

口縁部から隆帯下方に綾絡文、胸部に撚糸文を施文した土器である。口唇と 2条の隆帯上に指頭庄痕

qο A
吐



第 7章捨て場とその出土遺物

列を施文している。

(639-294)は円筒形を呈する土器である。全面に撚糸文を施文したあと、頚部に l条の竹管刺突

列を巡らし、口辺と竹管刺突列下方に綾絡文を付加している。

(639 -295"-'297)はボリュームのあるバケツ形あるいは逆ベル eボトム風の器形を呈し、頚部に

1条の太い隆帯を巡らし、幅の狭い口縁部と隆帯下方および胴部中半に綾絡文、胴部に撚糸文あるい

は単節縄文を施文した土器である。

(639-298)はゆるやかな波状口縁をもっ円筒形の土器である。頚部にその上下に押圧縄文を付加

した 1条の円形刺突列を巡らし、外反し幅の狭い口縁部に羽状縄文、胴部には円形刺突列下方から胴

部下半まで緩んだ網目状撚糸文、以下に撚糸文を施文している。

(639-299)は腕部下半を欠失するが円詩形を呈する土器で事る。頚部に l条の太い経帯を巡らし、

口縁部と経帯下方に単節縄文、腕部に撚糸文を施文している。

(639-300)は口綾部を欠失するが胴膨らみのある円筒形を呈する土器である。頚部に l条の太い

隆帯を巡らし、口縁部と隆帯下方および胴部下半と底辺部に綾絡文、胸部に撚糸文を施文している。

(639-301 .， 302 G 304 G 305 G 307 G 310)は大きく外反する口縁部をもち頚部に 2条の先の尖った

隆帯を巡らし、ボリュームのある逆ベル@ボトム風の器形を呈する土器である D ロ縁部と隆帯下方お

よび胴部上半あるいは下半に綾絡文、胴部に撚糸文を施文している。

(639-303)は底辺部を欠失するがボリュームのある円筒形を呈する土器である。外反する口縁部

をもち頚部に 2条の先の尖った経帯を巡らし、口縁部に綾絡文、胴部に撚糸文を施文している。

(639-306)は円筒形を呈する土器である口頚部に 2条の竹管刺突列を巡らし、口辺と竹管刺突列

下方および胴部中半に綾絡文、胴部に撚糸文を施文している。

(639-308 G 309)は胴部下半を欠失するがずん鯛な円筒形を呈する土器である。頚部に 2条の指

頭圧痕列を巡らし、日縁部に (639-309にあっては指頭圧痕列下方まで)羽状縄文、網部に撚糸文を

施文している。

(639-311)は胴部下半を欠失するがずん腕な円筒形を呈する土器である。頚部に 2条の隆帯を巡

らし、全面に接節縄文を施文している。

(639-312"-'314 " 316)は胴部下半を欠失するが、頚部に l条の太い隆帯を巡らし、ずん網な円筒

形を呈する土器である。 I盗帯上とその上下位に指頭圧痕列を施文している。いずれも腕部に撚糸文を

施文しているが、 (639… 312)では口縁部から隆帯下方まで羽状縄文、 (639-313)の口縁部には単節

縄文、 (639-314)では口縁部から隆帯下方まで綾絡文、 (639-316)の口縁部には羽状縄文が施文さ

れている。

(639-315)は胴部下半を欠失するがずん網な円筒形を呈する土器である。頚部に連続束せ突列で飾

った l条の隆帯を巡らし、口縁部から隆帯下方まで羽状縄文、胸部に撚糸文を施文している。

(639-317)は口縁部を欠失するがずん胴な円筒形を呈する土器である。頚部に 3条の指頭圧痕列

を巡らしている。胴部に撚糸文を施文している。

(639 -318"-' 322)はスマートな逆ベル@ボトム風の器形を呈し、頚部に 2条の経帯を巡らし、隆

帯上とその上下位と条間に指頭庄痕列を施文する土器である。口縁部から隆帯下方までと胴部中半あ

るいは下半にも綾絡文帯を、胴部には撚糸文を施文している。いずれの隆帯も先が尖ってし、るので、
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隆帯上の指頭圧痕は小さい。

(639-323，-.__，327)は円簡形あるいはスマートな逆ベル@ボトム風の器形を呈し、頚部に 2条の隆

帯を巡らし、隆帯上に指頭圧痕列、経帯の上下位と条問には爪形圧痕列(爪形文)を施文する土器で

ある。やや幅広な口縁部と隆帯下方には羽状縄文 (639-326)あるいは羽状縄文の組み合わせによる

菱形文 (639-323 .. 324 .. 327)を施文している。胴部には撚糸文あるいは多軸撚糸文を施文している。

(639 -328，-.__，347)は頚部にダンゴ、虫様の単斡絡条体側面圧痕を飾った太い経帯を巡らした土器で、

ある。

(639-328)は胸部中半以下を欠失するが、アトランダムに撚糸文を施文した幅の広い口縁部が大

きく外反する器形で、隆帯下方に綾絡文、腕部に撚糸文を施文している。

(G39-329e339)は底辺部を欠失するが、バケツ形を呈する土器で事る。 (539-329)は口綾部に

綾絡文、服部に撚糸文を施文し、 (639-330)は全面に多軸撚糸文を施文している。

(639 -331----336 .. 338)は円筒形を呈する土器である。口縁部から隆帯下方まで綾絡文、腕部に撚

糸文を施文している。 (639-338)の口縁部には沈線による連続山形文が付加されている。

(639-337)は底辺部を欠失するが、口縁部に綾絡文、胸部に撚糸文を施文している円筒形を呈す

る土器である。

(639-337)は円筒形を呈する土器である。口縁部から隆帯下方までと胴部中半下位に複節縄文、

胴部に撚糸文を施文している。

(639-338 .. 339)は底辺部を欠失するが、円筒形を呈する土器である。口縁部から隆帯下方まで

と服部中半下位に綾絡文、服部に撚糸文を施文している。

(639-342)は底辺部を欠失するが、バケツ形を呈する土器である。口縁部から隆帯下方まで単節

縄文、胴部に撚糸文を施文している。

(639-343)は目南部下半を欠失するが、縮が狭く外反する口縁部から隆帯下方までには撚糸文を施

文したあと単軸絡条体側面庄痕や原体の異なる撚糸文を付加している。腕部には撚糸文を施文してい

。。
(639 344)はスマートなバケツ形を呈する土器である口口縁部には羽状縄文、服部には撚糸文を

施文している。

(639-345)は鋼部下半を欠失するが、円筒形を呈する土器である。口縁部から隆帯下方まで単節

縄文、腕部に撚糸文を施文している。

(639 346)はやや胴膨らみのある円筒形を呈する土器で、全面に撚糸文を施文している。

(639 347)は底辺部を欠失するが円筒形を呈する土器で、口縁部には網目状撚糸文、胸部には撚

糸文を施文している。

(639-348，-.__，360 .. 362，-.__，395 .. 399 .. 400)は頚部に縦位の爪形圧痕列(爪形文)を巡らした土器で

ある。

(639-348)は胴部下半を欠失するが、頚部に縦位の爪形圧痕列(爪形文)を飾った隆帯を l条巡

らした円筒形を呈する土器である。全面に撚糸文を施文している。

(639-349)は底辺部を欠失するが円筒形を皇する土器である。頚部に 2条の縦位の爪形圧痕(爪

形文)列を巡らし、口縁部には羽状縄文、胴部には撚糸文を施文している。
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(639 350)は底辺部を欠失するが円筒形を呈する土器である。頭部に縦{立の爪形圧痕列(爪形文)

を飾った隆帯を 2条巡らし、口縁部から経帯下方まで単節縄文、胸部に撚糸文を施文している。

(639-351 .. 352)は腕部下半を欠失するが胴膨らみのある円筒形を呈する土器で、頚部に 2条の

縦位の爪形圧痕(爪形文)列を巡らし、条間にも円形刺突文を充填している。口縁部から隆帯下方ま

で綾絡文、胸部には撚糸文を施文している。

(639-353~355) は円筒形を皇し、頚部に縦位の密に施文した爪形庄痕列(爪形文)を 2 条巡ら

し、その上下と条間に 1条の搾圧縄文を付加した土器である。口辺にも l条の押圧縄文を巡らせた口

縁部から圧痕列下方まで羽状縄文 (639 353)あるいは単節縄文 (639-354.. 355)を施文し、胸部

には撚糸文を施文している。

(639-356)は円筏形を呈し、頭部に縦位の爪形圧痕列 UR形文)を密に施文した低い経帯を 2条

巡らし、その上下と条間に l条の押庄縄文を付加した土器である。口縁部に網目状撚糸文、鯛部には

単節縄文を施文している。

(639-357)は底辺部を欠失するが円筒形を呈し、頚部に縦位の密に施文した爪形圧痕列(爪形文)

を2条巡らし、その上下に 2条と条間に l条の押圧縄文を付加した土器である。口辺にも 2条の押庄

縄文を巡らせた口縁部から圧痕列下方まで羽状縄文、服部には撚糸文を施文している。

(639-358)は円筒形を呈し、頚部に縦位の爪形圧痕列(爪形文)を密に 2段施文した低い隆帯を

1条巡らし、経帯の上下と先端に 1条の押圧縄文を付加した土器である。口縁部に羽状縄文、服部に

は撚糸文を施文している。

(639-359)は円筒形を呈し、頚部に縦位の爪形圧痕列(爪形文)を密に 2段施文した低い隆帯を

1条巡らし、経帯の上下に l条の押圧縄文を付加した土器である。先端には斜位の爪形文を施文して

いる。口縁部と隆帯下方に羽状縄文、腕部には撚糸文を施文している。

(639-360)はバケツ形を呈し、頚部に縦位の爪形圧痕列(爪形文)を密に 2段施文した低い経帯

を1条巡らし、隆帯の上下に 1条の押圧縄文を付加した土器である。先端には斜位の爪形文を施文し

ている。口縁部には撚糸文を施文したあと横走する 7条の押圧縄文を付加し、服部には撚糸文を施文

している。

(639… 361)は円筒形を呈する土器で、全面に撚糸文を施文したあと横走する10条の押圧縄文を付

加している。

(639-362~365) は円筒形を皇し、頚部に縦位の密に施文した爪形圧痕列(爪形文)を 2 条巡ら

し、その上下に 2条と条聞に 1条あるいは 2条の押圧縮文を付加した土器である。 (639-362 " 363) 

では口辺にも l条の押圧縄文を巡らせているが口縁部から庄痕列下方まで羽状縄文、胴部には撚糸文

を施文している。

(639-366~369 " 372 " 376 " 378)は円筒形を呈し、頚部に縦位の密に施文した爪形圧痕列(爪形

文)を 3条巡らし、その上下と条間に l条の押圧縮文を付加した土器である。 (639-366.. 369)では

口縁部に沼状縄文、胴部には撚糸文を施文し、 (639-367 " 368 " 372 .. 376 .. 378)では口縁部から圧

痕列下方まで羽状縄文、胴部には撚糸文を施文している。

(639-370 " 371 " 373)は円筒形を呈し、頚部に縦位に施文した爪形庄痕列(爪形文)を 2条巡ら

した土器である。 (639-370)では口縁部から圧痕列下方まで羽状縄文、胸部には撚糸文を施文し、 (639
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371)では口縁部から庄痕列下方まで単節縄文、納部には縞目状撚糸文を施文し、 (639-373)では

口縁部から圧痕列下方までと胴部中半下位に綾絡文、腕部には撚糸文を施文している。

(639-374 .. 375)は頚部に縦位の爪形圧痕列(爪形文)を密に 3段施文した隆帯を l条巡らした

土器である。 (639-374)では口縁部と隆帯下方に単節縄文、胴部には撚糸文を施文し、 (639 375) 

では口縁部と隆帯下方に羽状縄文の組み合わせによる菱形文を施文している。

(639-377 " 380 " 381 .. 382)は頚部に縦位の爪形圧痕列(爪形文)を密に施文した隆講を 2条巡

らし、隆帯の上下位および条間にも爪形圧痕列(爪形文)を密に施文した土器である。

(639-379)はバケツ形を呈する土器である。頚部に縦位の爪形圧痕列(爪形文)を密に上下に施

文した隆帯を l条巡らし、その上下に押圧縄文を l条付加している。口縁部に単節縄文、腕部には撚

糸文を施文している。

(639-382 " 383 " 385 " 386 " 389)は円筒形あるいはバケツ形を塁し、頚部に縦位に密に施文した

爪形圧痕列(爪形文)を 3条巡らした土器である。 (639-382 " 383)では爪形圧痕列の上下に押圧縄

文を付加している。

(639-388 " 394)は腕膨らみのある円筒形を呈する土器である。頚部に縦位に密に施文した爪形

圧痕列(爪形文)を 3条巡らし、条間に横位の爪形庄痕列(爪形文)を充填している。

(639-390)は頚部に横位の爪形圧痕列(爪形文)を施文した隆帯を 2条巡らし、隆帯の上下位に

縦位に爪形圧痕列(爪形文)を施文し、さらにその上下に押圧縄文を付加している。口縁部と隆帯下

方に羽状縄文、胸部には撚糸文を施文している。口辺にも l条の押圧縄文を付加している。

(639-391 " 392)は頚部に縦位の爪形圧痕列(爪形文)を施文した隆帯を 2条巡らした土器である。

(639-391)では口縁部と隆帯下方に綾絡文、腕部には撚糸文を施文し、 (639-392)では口縁部

に綾絡文、胸部には撚糸文を施文しており、 2条の隆帯を連結するように粘土を貼り付けている。

(639-393)は頚部に縦位の爪形圧痕列(爪形文)を施文した太くて低い隆帯を l条巡らし、その

上下位にも縦位の爪形圧痕列(爪形文)を施文した土器である。口縁部と隆帯下方および底辺部に綾

絡文、胸部には多軸撚糸文を施文しているD

(639 396~398;; 412)は頚部に爪形圧痕列(爪形文)を槙位に;飾った細く低い経帯を巡らした土

器である。

(639-396)は円筒形を呈し、上半に単節縄文、腕部には撚糸文を施文、 (639-397)では口縁部

に羽状縄文、腕部には多軸撚、糸文を施文、 (639-398 .. 412)では庄痕列の上下に押圧縄文が付加され、

口縁部と圧痕列下方に羽状縄文、日同部には撚糸文を施文している。

(639-401 ~411 " 413~423) は円筒形あるいはバケツ形を呈し、頚部に単軸絡条体側面庄痕列を

巡らした土器である。 (639-406" 408 .. 409)は庄痕列の上下位に押圧縄文を付加し、 (639-410" 

411ベ13" 416 .. 417)では圧痕列の条潤にも押圧縄文を付加している。 (639-414.. 415 " 418 " 419) 

は庄痕列を多段に巡らした土器である。 (639-420~423) は口縁部に庄痕列を施文している。

(639-425~461) は円筒形を呈し、頚部に 1 ~ 3条の押圧縄文を巡らした土器である。 (639-445

~469 " 45い 457.. 458 " 460 " 461) では口辺にも押圧縄文を巡らしている。 (639-453~456) では口

辺にも押圧縄文を巡らしたあと、連結させるように持圧縄文を垂下させている。

(639-462~475) は幅の狭い口縁部に数条の押圧縄文を横位に施文した土器である。 (639-469~
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473)では口端からも押圧縄文を垂下させている口 (639-474)では頚部のほかに口辺にも 3条の押庄

縄文を横位に施文し、その間に押圧縄文で連続山形文を充填している。

(639-475~495) は口縁部に押圧縄文で連続山形文あるいは菱形文を表出した土器である。

(639 -496"-' 521)はバケツ形を皇し、幅の狭い口縁部に数条の押圧縄文を横位に施文した土器で

ある。胸部には、撚糸文、木白状撚糸文、羽状縄文、多軸撚糸文が施文されている。 (639-503，-.___505 

" 507 " 509 .. 511 ，-.___513 .. 515 .. 516 .， 518)には細く低い隆帯が巡っている。

(639… 522 e 523)は鯛膨らみのある円筒形を呈し、頚部に 2条の押圧縄文を巡らし、全面に羽状

縄文を施文している。 (639-522)では口辺にも縄の押圧があり、また、綾絡文が狭い帯状に口縁部

から胸部下半まで間隔をあけて付加されているG

(639-524~526) は胴部が円筒形を呈し、頚部がすほまり、口縁部が大きく外反する土器である。

(639 -527 ~536) はバケツ形あるいは円筒形を呈し、全部に羽状縄文を施文した土器である。

(639-537)は胴膨らみのある円筒形を呈し、口辺と頚部に太い粘土紐を貼り付け、その上部に斜

位の沈線文を施文し、胸部に縦位の羽状縄文を施文した土器である口

(639-538)はキャリパー形を呈し、大きく外反する口縁部には、口辺と頚部に横{立沈線を巡らし、

内部に 2条 l単位の沈線 2組を開始位置をずらした連続山形文を充填している。また、 4カ所に縦の

沈線を施文した横長で偏平な粘土塊を貼り付けている。球形の胸部には単節縄文を施文している。

(639 539)は胴膨らみのある器形で無文の地に沈線で文様を描いた土器である。

(639-540)は2つの突起が 1組となる 5つの頂部をもっ波状口縁でキャリバー形を呈する土器で

ある。 2条 l単位の沈線で、縦位に連続する山形文の組み合わせによる連続菱形文を表出している。

②石器 石器はし 146点出土した。その内訳は、石鍍 6点 (639-835~842)、石槍42点 (639-

843，-.___881)、石錐81点 (639-882)、石匙245点 (639-883，-.___918)、箆状石器14点、削器272点 (639-

921 ，-.___ 956)、剥片 e 不定形石器87点 (639-957~966)、磨製石斧26点 (639-919 " 920)、石錘67点 (639

-970" 971 "973，-.___1028" 1030" 1031)、半円状偏平打製石器233点 (639-1029.. 1032，-.___1043)、くぼ

み石29点 (639 967~969" 972)、擦石26点、敵石 9点、石皿8点、台石 l点である。

③石製品 有溝擦 l 点、石棒 1 点、円盤状石製品40点 (639-1044~1054)、線刻磯 3点 (639-

1055~ 1057)、垂飾品 2点 (639-1058"1059)、岩偶 l点 (639-1060)が出土した。このほかに赤色

顔料の付着した石 2点、自然礁に穴のあいた有孔磯 8点、石核12点、軽石 3点が出土した。

④ 動@植物遺体

平成 6年秋に植物質の遺物が発見されるまでは、発掘してみたいという願望はあっても、地形的に

「この遺跡では動@植物遺体が出土することはなしづというあきらめにも似た信念があった。鷹巣町

伊勢堂岱遺跡の範囲確認調査実施のための事前現地確認に呼ばれ、楼田が不在にした時間に、他の担

当職員が一度も見回ることもなしこの谷の作業が続行されており、第百層をスコップとベルトコン

ベァーで掘り下げ始めてしまっていた。たまたま、棲田が出掛ける前にそれまでの排土場所を変更し

て新しい場所(平坦面)にベルコンからの土が落ちるようにしていたため、伊勢堂岱遺跡から戻って

来て排土の盛り土にクルミや木材などの植物遺体が混入していたのを発見し、急、ぎ谷内に行き掘り下

げを停止させるとともに、排土の盛り土からクルミや木材などの植物遺体を選別@収納するとともに、

この土を全量コンテナに回収させた。回収した量は 4トントラック 2台分であった。(この土は翌年
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第 7節 S T639谷の捨て場

2 (G39 -156) 

1 (G39-155) 
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第755留 S T639谷町層出土土器(2 ) 
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第7章-捨て場とその出土遺物

1 (639-159) 
2 ((:)39 -1(0) 

3 (639-161) 

6 (639 -1(4) 

4 (639-162) 5 (639 1(3) 

。 10cm 7 (639-165) 

第756~ S T639谷町層出土土器(3 ) 
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第7章捨て場とその出土遺物

2 (639-171) 

6 (639 -175) 
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8 (6:39 -177) 

7 (639-176) 

第758図 S T639谷N薦出土土器(5 ) 
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第7章捨て場とその出土遺物

1 (639 -184) 

2 (039-185) 

3 W39-186) 

~. (1339-187) 

。 10cm 

5 (639-188) 

6 (639-189) 

第760図 S T639谷町層出土土器(7 ) 
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1 (G39-190) 

3 (639 -192) 

第 7節 S T639谷の捨て場

2 (G39-191) 

4 (G39 -193) 

第761図 S T639谷N層出土土器(8 ) 
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第7章捨て場とその出土遺物

1 (639-194) 

3 ((:j39 -196) 

4 (639 197) 

o 10cm 

第762図 S T639谷N層出土土器(9 ) 
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3 (G39-200) 

第 7節 S T639谷の捨て場

o 10cm 

第763図 S T639谷N薦出土土器(10)
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第 7節 S T639谷の捨て場

2 (639 212) 
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